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保
存
樹
木
を
紹
介
し
ま
す
⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

　
都
で
は
、
受
験
生
（
中
学
３
年

生
・
高
校
３
年
生
な
ど
）
を
持
つ

世
帯
主
（
生
計
中
心
者
）
に
対
し
、

学
習
塾
な
ど
の
費
用
や
受
験
費
用

に
つ
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
一
定

以
下
の
所
得
世
帯
の
方
が
利
用
で

き
ま
す
。
条
件
に
よ
り
返
済
も
免

除
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事

業

の

内

容

　
現
在
、
中
学
３
年
生
・
高
校
３

年
生
お
よ
び　

歳
未
満
の
中
学

２０

校
・
高
校
既
卒
者
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
合
格
者
な
ど
が
、

高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

入
学
す
る
た
め
の
受
験
料
と
学
習

塾
な
ど
の
費
用
を
貸
し
付
け
ま
す
。

　
【
貸
付
金
額
】受
験
料
貸
付
金　

中
学
３
年
生
＝
２
万
７
４
０
０
円
、

高
校
３
年
生
な
ど
＝　
万
５
０
０

１０

０
円
▼
学
習
塾
等
貸
付
金　
中
学

３
年
生
お
よ
び
高
校
３
年
生
な
ど

＝　
万
円
（
い
ず
れ
も
上
限
額
）

２０
　
【
利
用
で
き
る
方
】次
の
①
～
⑦

を
全
て
満
た
す
方

　
①
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に

居
住
し
て
い
る
②　
歳
以
上
の
世

２０

帯
主
（
生
計
中
心
者
）
③
課
税
所

得
が　
万
円
以
下
ま
た
は
総
収
入

６０

が
２
６
０
万
円
以
下
（
１
人
扶
養

の
場
合
。
１
人
増
す
ご
と
に　
万
６０

円
加
算
）
④
預
貯
金
な
ど
の
保
有

資
産
が
６
０
０
万
円
以
下
⑤
土

地・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い（
現

在
居
住
し
て
い
る
場
所
お
よ
び
不

動
産
所
得
を
得
て
い
な
い
土
地
・

建
物
を
除
く
）
⑥
生
活
保
護
受
給

世
帯
で
な
い
⑦
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
３
年
法
律
第　
号
）

７７

第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
な
い

　
※
こ
の
要
件
の
ほ
か
、
連
帯
保

証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は　

年
１
月　

日

２８

２９

（
金
）ま
で
に
、福
祉
総
務
課（
市

役
所
１
階
）
で
手
続
き
を
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
緯

４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

　
き
れ
い
な
政
治
、
明
る
い
選
挙

を
進
め
る
た
め
、
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
内
容
】投
票
参
加
な
ど
、選
挙

へ
の
関
心
を
持
つ
よ
う
訴
え
る
も

の
、
明
る
い
選
挙
の
実
現
を
呼
び

掛
け
る
も
の

　
【
応
募
資
格
】小
学
生
～
高
校
生

　
【
画
材
と
大
き
さ
】描
画
材
料
は

自
由
（
紙
や
布
な
ど
、
絵
の
具
材

料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
）。
大
き

　
南
沢
五
丁
目
の
篠
宮
さ
ん
の
お

宅
に
あ
る
カ
シ
の
木
を
紹
介
し
ま

す
。
　
こ
の
カ
シ
の
木
は
、
篠
宮
家
の

神
木
で
あ
り
、
樹
齢
は
１
０
０
年

を
超
え
る
そ
う
で
す
。
根
は
所
沢

街
道
の
真
下
ま
で
伸
び
て
お
り
、

幹
周
り
に
至
っ
て
は
、
保
存
樹
木

指
定
当
時
１
６
０
丶
丿
で
あ
っ
た

も
の
が
、
今
で
は
３
丿
程
と
、
倍

近
く
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
、
東
久
留
米
駅
は
開

　
「
緑
の
島
」柳
窪
は
東
久
留
米
の

宝
で
す
。
そ
の
歴
史
を
探
り
未
来

を
考
え
ま
す
。
企
画
・
運
営
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米
の
水
と
景
観

を
守
る
会
。
主
管
は
市
文
化
協
会
。

主
催
は
市
教
育
委
員
会
。

　
【
日
時
】全
２
回
。
①
７
月
５
日

②
９
月　
日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日

２０

の
午
後
１
時
半
～
４
時

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
内
容
】①「
柳
窪
集
落
の
形
成
」、

②
「
柳
窪
集
落
の
こ
れ
か
ら
」

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
興
味
の
あ
る
方

　
【
定
員
】
先
着　
人
４０

　
【
講
師
】景
観
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

所
長
の 
間  
野 
賢
二
氏

ま 
の

　
【
費
用
】
資
料
代
２
０
０
円

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
月
）

１５

か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

市
文
化
協
会
☎
４
７
７
・
４
７
０

０
（
フ
ァ
ク
ス
同
。
電
話
受
け
付

け
は
第
４
月
曜
日
を
除
く
平
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
フ
ァ
ク

ス
の
場
合
は
講
座
名
・
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
送

信
し
て
く
だ
さ
い
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
へ
。

さ
は
画
用
紙
の
四
ツ
切
（
５
４
２

丱
丿×  
３
８
２
丱
丿
）、
八
ツ
切

（
３
８
２
丱
丿×  
２
７
１
丱
丿
）

　
【
ご
注
意
】作
品
の
裏
右
下
に
学

校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
応

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
Ｊ
Ｎ
共
同

事
業
体
（
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
株
式
会

社
野
村
不
動
産
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）

が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
施
設
の
平
等
・
公
平
な

使
用
や
生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
や
情
報
交
換

を
行
う
「
利
用
者
懇
談
会
」
の
市

民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
任
期
】委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

　
【
募
集
人
数
】
４
人
以
内

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
金
）

２６

ま
で
に
（
必
着
）、「
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
」
に
つ

い
て
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１

枚
程
度
に
ま
と
め
、
〒
２
０
３－

０
０
５
４
、
中
央
町
２
ノ
６
ノ　
、
２３

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宛
て
郵
送
、

ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
選
考
結
果
は
、
後
日
通
知
し

ま
す
。
な
お
、
応
募
原
稿
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
緯
４
７

３
・
７
８
１
１
へ
。

　
③
耐
震
補
強
は
何
を
す
れ
ば
い

い
の
？
（
実
験
デ
ー
タ
を
基
に
）

　
【
日
時
】
７
月
３
日
（
金
）
午
後

２
時
～
４
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
講
師
】東
京
都
市
大
学
建
築
学

科
教
授
の
大
橋
好
光
氏

　
【
定
員
】先
着　
人（
定
員
に
な

５０

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
申
し
込
み
は
７
月
２
日
（
木
）

ま
で
に
、
電
話
で
桑
原
建
築
設
計

事
務
所
緯
４
７
６
・
１
５
１
５
へ
。

　
詳
し
く
は
施
設
建
設
課
緯
４
７

０
・
７
７
５
６
へ
。

　
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
建
築

の
専
門
家
ま
で
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
に
つ
い
て
、
基
礎
か
ら
応

用
ま
で
幅
広
く
学
び
ま
す
。
日
々
、

疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
講
師

に
お
聞
き
す
る
講
演
会
で
す
。
東

久
留
米
建
築
設
計
協
会
・
東
久
留

米
市
の
共
催
。

　
①
建
築
年
度
に
よ
っ
て
耐
震
性

能
は
違
う
の
？
（
昭
和　
年
以
前

５６

と
以
後
、
そ
し
て
平
成　
年
以
降

１２

に
つ
い
て
）

　
②
耐
震
診
断
て
ど
れ
も
一
緒
な

の
？
（
簡
易
・
一
般
・
精
密
診
断
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
に
つ
い
て
）

　
こ
の
事
業
は　
年
度
文
化
芸
術

２７

振
興
費
補
助
金
を
活
用
し
開
催
し

ま
す
。

①
伝
統
文
化
体
験
・
こ
ど
も
日
本

舞
踊
教
室

　
【
日
時
】６
月　
日
～　
月　
日

２８

１０

２５

の
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
、
午

後
１
時
～
５
時

　
【
会
場
】わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

集
会
室

　
【
実
施
団
体
】
は
な
み
ず
き
会
・

成
松
緯
０
８
０
・
４
７
９
３
・
５

８
７
５
、電
子
メ
ー
ル（nextone.

         

m
anager@

gm
ail.com

 
       
  
       
）

②
放
課
後
こ
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

　
【
日
時
】７
月
１
日
～　
月　
日

１２

１６

の
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
、
午

後
４
時
～
６
時
半

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和

室
　
【
実
施
団
体
】 
華  
鈴 
会・ソ
ウ
ブ

か 
り
ん

緯
０
９
０
・
４
７
７
８
・
１
８
８

５
、
電
子
メ
ー
ル
（sobu777jp-

           

t  okyo@
yahoo.co.jp

     
           
）

①
・
②
共
通
事
項

　
【
対
象
】
小
・
中
学
生

　
【
定
員
】　

人
１５

　
【
費
用
】無
料（
個
人
的
な
物
品

を
除
く
）

　
【
持
ち
物
】
浴
衣
・
帯
・
ひ
も
・

足
袋
な
ど

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
月
）

１５

～　
日（
火
）に
、
各
実
施
団
体
へ
。

３０
　
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
緯
４
７

０
・
７
７
８
４
へ
。

伝
統
文
化

親
子
教
室
事
業

　
梅
雨
の
季
節
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
台
風
が
多
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
台
風
発
生
数
は
平
年
よ
り

少
な
い　
個
（
平
年
値　
・６
個
）

２３

２５

で
し
た
が
、
７
月
ま
で
の
発
生
数

は
平
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
し
た
。

　
台
風
が
も
た
ら
す
大
量
の
雨
は
、

短
期
間
（
数
時
間
か
ら
数
日
）
の

う
ち
に
広
い
範
囲
に
降
る
た
め
、

河
川
が
増
水
し
た
り
、
堤
防
が
決

壊
し
た
り
し
て
、
水
害
（
浸
水
や

洪
水
）
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
局
地
的
な
大
雨
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
台
風
が
来
る
前
、
大
雨
が
降
る

前
に
次
の
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
崖

や
よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
危
な

い
崖
や
不
完
全
な
よ
う
壁
で
覆
わ

れ
て
い
る
所
に
あ
る
家
で
は
、
大

き
な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、
財

産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
家
の
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の

排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安

全
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
関

係
機
関
か
ら
改
善
な
ど
の
措
置
を

取
る
よ
う
勧
告
を
受
け
た
方
は
、

補
強
・
改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
で

定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
の
一
定
の

高
さ
以
上
の
切
土
・
盛
土
を
し
た

り
、
よ
う
壁
な
ど
を
築
造
す
る
と

き
は
、
事
前
の
許
可
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
多
摩
建
築
指
導
事

務
所
開
発
指
導
第
二
課
緯
０
４

２
・
３
６
４
・
２
３
８
６
へ
。

　
市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に

必
要
な
事
項
を
協
議
す
る
た
め
、

「
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
で
一
緒
に
協
議
を
し

て
く
だ
さ
る
「
市
民
委
員
」
を
募

集
し
ま
す
。

　
【
同
協
議
会
の
役
割
】防
犯
に
関

す
る
情
報
の
共
有
を
図
り
、
犯
罪

の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
必
要 
な
具
体
的

事
項
を
協
議
し
ま
す

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

任
期
中
の
会
議
（
平
日
の
日
中
）

に
出
席
で
き
る
方

　
【
任
期
】委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年

間
　
【
募
集
人
員
】
３
人
以
内

　
申
し
込
み
は
、７
月　
日（
金
）

１０

ま
で
に
（
必
着
）、「
市
民
が
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
図
る
た
め
の
具
体
的

対
策
」
に
つ
い
て
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
応
募
の
動
機・住
所・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３－

８
５

５
５
、
市
役
所
防
災
防
犯
課
宛
て
、

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（bosa

    i   

bohan@
city.higashikurume.

      
                    

l  g.j

   p  
）
で
送
信
を
。

　
※
選
考
結
果
は
、
８
月
中
に
通

知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
原
稿
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
防
災
防
犯
担
当

☎
４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

　
６
０
０
年
以
上
も
日
本
人
に
愛

さ
れ
て
き
た
笑
い
の
演
劇「
狂
言
」

を
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
主
催
は
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
共
催
は
株
式
会

社
マ
ザ
ー
ズ
。

①
小
学
１
～
２
年
生
コ
ー
ス

　
【
日
時
】
全
３
回
。
７
月　

日
３０

（
木
）・　
日
（
金
）
は
午
前　
時

３１

１１

～
午
後
０
時
半
、８
月
１
日（
土
）

は
午
前　
時
～
午
後
３
時

１０

　
【
費
用
】３
日
間
で
３
５
０
０
円

②
小
学
３
～
６
年
生
コ
ー
ス

【
日
時
】
全
３
回
。
７
月　

日
３０

（
木
）・　
日
（
金
）
は
午
後
０
時

３１

半
～
２
時
、
８
月
１
日
（
土
）
は

午
前　
時
～
午
後
３
時

１０

　
【
費
用
】３
日
間
で
３
５
０
０
円

③
お
と
な（
中
学
生
以
上
）コ
ー
ス

　
【
日
時
】
全
３
回
。
７
月　

日
３０

（
木
）・　
日
（
金
）
は
午
後
２
時

３１

半
～
４
時
、
８
月
１
日
（
土
）
は

午
前　
時
～
午
後
３
時

１１

　
【
費
用
】３
日
間
で
４
０
０
０
円

①
～
③
共
通
事
項

　
最
終
日
は
、
全
コ
ー
ス
合
同
発

表
会
を
開
催
予
定
で
す
。

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
定
員
】各
コ
ー
ス　
人（
応
募

２０

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
講
師
】
能
楽
師・狂
言
方 
和
泉 

い
ず
み

流
の 
能  
村  
晶  
人 
氏

の 
む
ら あ
き ひ
と

　
【
持
ち
物
】
白
足
袋
、
扇
子
、
帯

ま
た
は
腰
ひ
も
（
扇
子
を
腰
に
固

定
す
る
た
め
）、
動
き
や
す
い
服

装
で
　
【
そ
の
他
】全
日
程
に
参
加
で
き

る
方
に
限
り
ま
す
（
３
人
か
ら
催

行
）
　
申
し
込
み
は
７

月　
日
（
木
）
ま

１６
で
に
電
話
ま
た
は

直
接
、
同
セ
ン

タ
ー
☎
４
７
３
・

７
８
１
１
へ
。

　
※
７
月　
日
（
金
）
に
抽
選
を

１７

行
い
、
当
選
者
へ
５
日
以
内
に
電

話
連
絡
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

更

新

手

続

き

　
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
有
効
期

間
が
終
了
す
る
と
、
自
立
支
援
医

療
費
の
受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
継
続
す
る
場
合
は
、
必
ず
更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間
は
、
お
手
持
ち
の
受
給

者
証
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
更
新
手
続
き
は
、
有
効
期
間
終

了
日
の
３
カ
月
前
か
ら
、
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

診
断
書
の
提
出
は 

２

年

に

１

度

　
更
新
手
続
き
に
お
け
る
診
断
書

の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治
療
方

針
に
変
更
が
な
い
場
合
、
２
年
に

１
度
提
出
で
す
。

　
前
回
手
続
き
の
際
に
診
断
書
を

提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
更

新
手
続
き
で
は
診
断
書
の
提
出
は

不
要
で
す
。
な
お
、
更
新
手
続
き

は
、
毎
年
必
要
で
す
。

　
【
ご
注
意
】有
効
期
間
を
過
ぎ
て

か
ら
の
再
開
申
請
や
、
前
回
の
更

新
時
に
診
断
書
な
し
で
手
続
き
を

し
た
方
は
、
診
断
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
「
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
」
を
所
持
し
て
い
る

方
は
、
前
回
更
新
時
に
診
断
書
を

提
出
し
た
場
合
で
も
、
手
帳
更
新

の
た
め
に
診
断
書
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
診
断
書
の
提

出
が
必
要
か
不
明
な
方
は
、
同
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

所
得
区
分
の
変
更

　
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な
っ

た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課
税
状
況

が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、
有
効

期
間
の
途
中
で
も
所
得
区
分
変
更

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
所
得
区
分

変
更
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
、
申

請
日
の
翌
月
初
日
か
ら
新
し
い
所

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
地
域
支
援
係
緯

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
昨
年
産
声
を
上
げ
た
東
久
留
米

の
新
ブ
ラ
ン
ド「
し
そ
す
っ
き
り
」。

　
赤
し
そ
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

が
多
く
、
古
来
よ
り
「
人
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
葉
」
と
し
て
漢
方
薬

に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
若
手
農
業
者
が
、
豊
か

な
水
と
土
に
恵
ま
れ
た
東
久
留
米

の
畑
で
育
て
た
良
質
の
赤
し
そ
か

ら
作
っ
た
濃
縮
エ
キ
ス
に
、
伝
統

製
法
で
熟
成
さ
せ
た
こ
だ
わ
り
の

酢
を
加
え
、
甘
さ
控
え
め
で
清
涼

感
あ
ふ
れ
る
味
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
市
内
障
害
者

支
援
施
設
を
利
用
す
る
知
的
障
害

の
あ
る
方
が
、
し
そ
の
葉
の
加
工

や
製
品
の
運
搬
な
ど
に
携
わ
り
ま

す
。
　
冷
水
や
炭
酸
水
で
割
る
と
、
ほ

の
か
な
し
そ
の
香
り
と
、
ル
ビ
ー

色
の
輝
き
が
、
夏
の
暑
さ
で
疲
れ

た
体
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
大

人
の
味
を
楽
し
み
た
い
方
は
、
焼

酎
や
白
ワ
イ
ン
割
り
で
。
ヨ
ー
グ

ル
ト
に
入
れ
た
り
、
ゼ
リ
ー
に
し

た
り
と
、
お
子
さ
ん
の
デ
ザ
ー
ト

作
り
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
価
格
な
ど
】７
２
０
丱
弍
入
り
、

１
本
１
２
０
０
円（
税
抜
き
価
格
）。

６
月　
日
（
土
）
か
ら
、
数
量
限

２７

定
で
販
売
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
取
扱
店
舗
ま
た
は

産
業
政
策
課
緯
４
７
０
・
７
７
４

３
へ
。

家族みんなで飲める、昔懐か
しい味わいです

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
廃
棄
物
の
分
別

回
収
・
再
資
源
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　
年
度
の
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃

２６

や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
収

集
量
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
量（
事
業
系
ご
み
を
含
む
）

は
、
前
年
度
に
対
し
て
燃
や
せ
る

ご
み
が
２
４
７
㌧（
マ
イ
ナ
ス
１・

１
％
）の
減
、燃
や
せ
な
い
ご
み・

粗
大
ご
み
が　

㌧（
０・９
％
）の

２０

増
、
資
源
ご
み
の
う
ち
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
７
㌧
（
マ
イ
ナ

ス
０・５
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
資
源
化
さ
れ
た
量
は
、

前
年
度
に
比
べ　
㌧
（
マ
イ
ナ
ス

１７

０
・
２
％
）
の
減
と
な
り
、
最
終

処
分
場
へ
の
搬
入
量
は
８
㌧（
０・

３
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
（
上

表
参
照
）。

　
　
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と

２６
し
て
、
市
内
に
設
置
の
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
曜
日
の

貼
り
紙
を
し
、
収
集
日
ま
で
自
宅

で
ご
み
を
管
理
し
て
い
た
だ
く

「
収
集
日
を
守
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
ご
み
の
発
生
抑
制
の
徹
底
や
、

さ
ら
に
「
ご
み
」
か
ら
「
資
源
」

へ
と
意
識
を
転
換
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
集
積
所
な
ど
に
「
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
類
で
の
排

出
な
ど
、
分
別
排
出
へ
の
協
力
を

お
願
い
す
る
貼
り
紙
や
排
出
案
内

を
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
へ
の
取

り
組
み
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん
。
な
お
、
優
秀
作
品
は
、
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
応
募
は
９
月　
日（
金
）ま
で
に
、

１１

市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
の
方

は
各
学
校
へ
、
そ
の
他
の
方
は
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
事
務
局
緯
４
７

０
・
７
７
９
０
へ
。

事
前
の
備
え
に
つ
い
て

・
窓
や
雨
戸
は
鍵
を
掛
け
、
必
要

に
応
じ
て
補
強
す
る

・
側
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
、

水
は
け
を
良
く
す
る

・
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固

定
し
た
り
、
家
の
中
へ
格
納
す
る

・
非
常
用
品
を
確
認
す
る
（
懐
中

電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池
、

救
急
薬
品
、
衣
類
、
非
常
用
食
品
、

貴
重
品
な
ど
）

・
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓

に
貼
っ
た
り
、
万
が
一
の
飛
来
物

に
備
え
て
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン

ド
を
下
ろ
す

・
断
水
に
備
え
、
水
を
確
保
す
る

（
飲
料
水
の
ほ
か
、
浴
槽
に
水
を

張
る
な
ど
し
て
生
活
用
水
も
確
保

す
る
）

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警

防
課
防
災
安
全
係
緯
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
３
２
０
）
へ
。

文化庁シンボルマーク

会
員
募
集

　
◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス　
月

３
回
。
木
曜
日
午
後
１
時
半
～
３

時
半
ほ
か
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
３
０
０
０
円
他
。
正
し
い
発
声

の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
。
特
に
男
性
歓
迎
。

詳
し
く
は
宮
田
緯
４
７
５
・
７
０

２
０
へ
。

　
◆
軟
式
野
球
（
少
年
野
球
ド

リ
ー
ム
セ
ブ
ン
）　
毎
週
土
曜・日

曜
日
、
祝
日
の
午
前
８
時
～
正
午
、

第
七
小
学
校
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
明
る
く
楽
し
く

前
向
き
に
少
年
少
女
野
球
を
や
ろ

う
。
詳
し
く
は
前
原
緯
４
７
２
・

６
４
８
８
へ
。

　
◆
日
本
画（
杉
の
会
）　
第
１
土

曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円（
材
料
費
込
み
）。
岩
絵
具

を
使
っ
た
日
本
画
を
初
歩
か
ら
個

別
に
指
導
。
詳
し
く
は
中
島
緯
４

５
８
・
６
４
７
０
へ
。

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１
・
第

３
木
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
中

１０

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
講
師
は
日
本
水
墨

画
協
会
会
員
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
田
口
緯
４
７
１
・
３
４
６

９
へ
。

　
◆
東
久
留
米 
歌  
林 
短
歌
会　
第

か 
り
ん

３
水
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

１
０
０
０
円
。
見
学
可
。
初
心
者

歓
迎
。
歌
作
り
・
友
づ
く
り
に
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
中
村
緯

４
７
２
・
９
８
１
３
へ
。

催

し

　
◆
少
林
寺
拳
法
演
武
大
会
（
東

久
留
米
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
）　

６
月　
日
（
日
）
午
後
０
時
半
か

２８
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入

場
料
無
料
。
観
覧
自
由
。
奮
っ
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は 
忽 くつ

 
那 
緯
４
７
５
・
２
０
３
５
へ
。

な
　
◆
憲
法
九
条
を
守
る
何
で
も
展

覧
会
ピ
ー
ス
の
木（
ピ
ー
ス
の
木
）

　
７
月　
日
（
金
）
～　
日
（
祝
）

１７

２０

の
午
前　

時
～
午
後
５
時
、
ス

１０

ペ
ー
ス
１
０
５（
市
役
所
向
か
い
）

で
。
入
場
料
無
料
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
実
費
）。
会
期
中
イ

ベ
ン
ト
あ
り
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

お
子
さ
ん
も
参
加
、
楽
し
め
ま
す
。

詳
し
く
は 
富  
樫 
緯
４
７
５
・
５
４

と 
が
し

９
９
へ
。

　
◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶

（
う
た
の
広
場
の
会
）　
７
月　
１２

日（
日
）、市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
で
。
参
加
費
３
０
０
円
（
ケ
ー

キ
・
紅
茶
・
貸
し
出
し
歌
集
代
）。

詳
し
く
は
小
坂
緯
４
７
７
・
４
７

７
１
へ
。

　
◆
東
久
留
米
う
た
う
会　
６
月

　
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時　

２１

１５

分
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
３
０
０
円
。
詳
し
く
は
湯
田

緯
４
７
４
・
７
９
９
２
へ
。

　
◆
鑑
劇
「
風
の
子
バ
ザ
ー
ル
」

（
東
久
留
米
こ
ど
も
劇
場
）　
６

月　
日
（
日
）
午
後
１
時　
分
開

２８

４５

演
。
成
美
教
育
文
化
会
館
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
入
場
料
２
０
０

０
円（
４
歳
児
か
ら
）、前
売
り
１

８
０
０
円
、
ペ
ア
３
０
０
０
円

（
前
売
り
の
み
）。
幼
児
か
ら
楽

し
め
ま
す
。
世
界
の
珍
し
い
、
不

思
議
な
話
が
次
々
と
飛
び
出
し
ま

す
。
詳
し
く
は
森
田
緯
０
９
０
・

８
０
８
２
・
４
５
５
６
へ
。

　
◆
体
力
測
定
会
（
東
久
留
米
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）　
６
月

　
日
（
月
）
午
後
１
時
半
か
ら
受

２９け
付
け
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

体
育
館
で
。
参
加
費
無
料
。
自
分

の
体
力
年
齢
を
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は 
鷹  
羽 
緯
４
５

た
か 
は

８
・
２
６
８
１
へ
。

　
◆
い
の
ち
の
み
な
も
と
食
に
安

心
と
安
全
を
（
東
久
留
米
母
親
連

絡
会
）　
７
月
４
日（
土
）午
後
１

時　

分
～
４
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

４５
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
無
料
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
誰
の
た
め
？
何
の
た
め
？
食
の

安
心
・
安
全
に
つ
い
て
関
心
の
あ

る
方
。
講
師
は
一
般
社
団
法
人
農

民
連
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
所
長
の

八
田
純
人
氏
。
詳
し
く
は
森
川
緯

４
７
６
・
５
７
４
７
へ
。

　
◆
写
真
展
（
く
る
め
フ
ォ
ト

サ
ー
ク
ル
）　
６
月　
日（
日
）午

２８

前
９
時
～
７
月
５
日
（
日
）
午
後

５
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階

ロ
ビ
ー
で
。
入
場
料
無
料
。
詳
し

く
は
園
田
緯
４
２
２
・
８
１
７
７

へ
。

【樹種】カシ　【所在地】　南沢五丁目

◎
成
虫
対
策

・
草
む
ら
や
、
や
ぶ
は
定

期
的
に
手
入
れ
を
す
る

・
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

長
袖
の
着
用
や
必
要
に
応

じ
て 
忌  
避  
剤 （
虫
よ
け
剤
）

き 
ひ 
ざ
い

の
活
用
を
す
る

　
ま
た
、
都
で
は
６
月
を

「
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月

間
～
水
の
な
い
と
こ
ろ
に
、

蚊
は
た
た
ぬ

～
」
と
し
て
、

集
中
的
な
啓

発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課

緯
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　
昨
夏
、
約　
年
ぶ
り
に

７０

デ
ン
グ
熱
の
国
内
発
生
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ン

グ
熱
や
、
そ
の
他
、
蚊
が

媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発

生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
な

対
策
が
必
要
で
す
。

蚊
の
防
除
の 

ポ

イ

ン

ト

◎
幼
虫
対
策　

・
不
要
な
水
た
ま
り
を
な

く
す

（
例
＝
植
木
鉢
の
受
け
皿
、

空
き
缶
）

駅
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
こ
の
カ
シ
の
木
も
１

０
０
年
間
、
東
久
留
米
市
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で

す
ね
。　

　
ち
な
み
に
、
開
駅
当
時
の

東
久
留
米
駅
ホ
ー
ム
か
ら
は
、

一
面
に
広
が
る
農
村
地
帯
と
、

美
し
い
富
士
山
や
秩
父
連
山

が
望
め
た
そ
う
で
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
緯

４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

２６年度　廃棄物の排出量および処理量（単位：トン）
前年度比２６年度

△１.１%△ ２４７２１,８００燃やせるごみ

排
出
量

０.９%２０２,３１１燃やせないごみ・粗大ごみ（有害含む）

△１.２%△ ７３６,０５０資源ごみ（行政回収）

△０.５%△７１,３９６うち容器包装プラスチック

△３.５%△ １２２３,３７３資源ごみ（集団回収）

△１.２%△ ４２２３３,５３４合　計

△３.２%△１３３９１燃やせないごみ・粗大ごみ
資
源
化
量

△０.０４%△４９,４２３資源ごみ（行政回収、集団回収）

△０.５%△７１,３９６うち容器包装プラスチック

△０.２%△１７９,８１４合　計

０.３%８３,０５１最終処分場搬入量（エコセメント化）
※△はマイナス。２７年４月１日現在。

今
年
も
ま
た
美
味
し
い
季
節
が
や
っ
て
く
る
！

の
ど
ご
し
爽
や

の
ど
ご
し
爽
や
かか

赤
し
そ
濃
縮
ジ
ュ
ー
ス
「
し
そ
す
っ
き
り

赤
し
そ
濃
縮
ジ
ュ
ー
ス
「
し
そ
す
っ
き
り
」」

６６
月月　

日
（
土
）
発
売
！

お
早
め
に
店
頭

日
（
土
）
発
売
！ 　

お
早
め
に
店
頭
へへ

２７２７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇
談
会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇
談
会
のの

委
員
を
募
集
し
ま

委
員
を
募
集
し
ま
すす

「
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

「
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」」

市
民
委
員
を
募
集
し
ま

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
すす

　

年年
度度　
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ーー

２７２７

作
品
を
募
集
し
ま

作
品
を
募
集
し
ま
すす

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）をを

受
給
し
て
い
る
方

受
給
し
て
い
る
方
へへ

東
久
留
米
建
築
設
計
協
会　

周
年
記
念
事
業
講
演
会

２０

「
既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
」

～
あ
な
た
の
家
は
耐
震
診
断
し
な
く
て
も
大
丈
夫
？
～

狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ププ

参
加
者
を
募
集
し
ま

参
加
者
を
募
集
し
ま
すす

市民自主企画講市民自主企画講座座
「景観デザイナーから見た柳窪集「景観デザイナーから見た柳窪集落落
～柳窪の形成と～柳窪の形成と現現在そし在そして未て未来」来」

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

年
度
の
廃
棄
物
の
排
出
・
処
理
量
を

２６

お
知
ら
せ
し
ま
す

崖
や
よ
う
壁
な
ど
の

崖
や
よ
う
壁
な
ど
の　
　

崩
壊
に
ご
注
意
く
だ
さ

崩
壊
に
ご
注
意
く
だ
さ
いい

台
風
・
大
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

蚊
の
発
生
防
止
に
つ
い
て

「しそすっきり」市内取扱店舗
連絡先所在地店　名
４７３・０９５２本町１繰４繰３９Yショップエチゴヤ

４７２・０７１７大門町１繰１繰２１ケーキ工房シャモア

４７３・８８３１幸町５繰３繰２１マルフジ東久留米店

４７４・５５７０東本町２繰６たちばなや

４７５・６７８９柳窪１繰２繰４０デイリーヤマザキ滝山団地西店
４７１・０００７電話注文のみ宅配たけうち

４７１・１３５３新川町１繰６繰３大野酒店

４７１・１４３８新川町１繰３繰１９マイマートしみず

４７３・２０１３滝山５繰２２繰１４酒の高村屋

４７３・３９０５滝山５繰１繰１４田嶋酒店

４７１・７０６０滝山４繰１繰４０やまも酒店

４７１・０８５８本町２繰１４繰１３長崎屋

４７５・００２２幸町３繰７繰２みらい東久留米新鮮館
４７１・６７３１滝山５繰１繰２２読売新聞滝山サービスセンター


